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近年、日本では長寿高齢化が進んでおり、人生100年時代とも言われ始めています。
　このような環境の中、緑内障患者さんが一生涯困らない視野を維持するための要点として、まずは早期発見・早期
治療、そして治療継続の２つのことが重要になってくると考えます。
　そこで「超高齢社会に向けて失明ゼロを目指すために」と題し緑内障治療の導入期から初期の問題点に焦点を
当てたセミナーを企画させていただきました。
　大久保先生には治療が必要な患者さんを見逃さないために、中野先生には患者さんが治療を続ける環境を作るため
に実施できることについて実践的な内容でご講演いただきます。
　明日からの診療に必ず役立つ内容と確信しております。奮ってご参加の程よろしくお願いします。

第9回日本視野画像学会学術集会へのご参加には参加登録が必要です。
2020年5月23日（土）まで、WEBからご登録ください。
早期割引は、2020年4月30日（木）までです。
参加登録者には、Web聴講のためのIDとPWをWEB配信開始前までに、
随時運営事務局からご案内します。
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